








































































































































































































































































3. 2. 2. 話し合いの工夫

















































(C: たぶん ・・・ ）






|「もうしない？」 Iと聞き返した (2. 3. ②）。する
と，子どもたちから「そうかなあ」というつぶやきが
出たり，「いたずらがなおるかもしれない」「人間もや
さしいと思うかもしれない」と，幸作のかっばに対す
る寛容な意見が続いて出てきたりした。
授業記録2は，幸作が洪水の時に反対に河童に助け
てもらった時の気持ちを考える場面である。ここでは，
ペアでの話し合いを取り入れた (2.3. ③）。この場
面でペアを取り入れるのは，幸作の気持ちが想像しや
すいと考え， どのペアも考えの交流ができると思った
からである。発表することに自信のない子どもは，ペ
アの子どもと考えを確認することで自分の考えに自信
が持てたり，相手の考えを取り入れ， 自分の意見を膨
らませたりすることもできる。
授業記録2
教師：反対に洪水の時幸作が助けてもらって
どんなに思っていると思う？
横の子とペアで話してごらん。
し ま：感謝していると思います。
教師：感謝ってどんなこと？
ひろし ：たすけてくれてありがとう。
やま：ありがとうということ。
は る：子どものかつばのお礼なのかなと思いま
す。
あい：恩返しだと思います。
ゆき子：助けてあげてよかった
教師 ：何で助けてよかったと思ったん？
ゆき子 ：なぜかというと，助けてなかったら大人
の河童がたすけてくれないかもしれない
から。
しょう：こんなやさしいところもあるんだな。
教師：しょう君言ってくれたこれどういうこ
と？
なつみ ：こんなところ見たことがない。
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はる子 ：かつばもやさしいなって思って。
教師 ：今までやさしくなかったん？
(C: 今まではない）
教師：今まではこんなかつばやったんやな。
教師の「反対に洪水の時，幸作が助けてもらってど
んなに思っていると思う？」という発問を受け，子ど
もたちは，すぐに隣の子どもとペアになり，考えを交
流する様子どもが見られた。
図1 ペアで考えを交流する
4. 考察
4. 1. 単元を組んで
国語・総合「つたえよう，楽しい学校生活」，特別活
動「3B会をしよう」では，相手の気持ちを考えなが
ら自分たちで話し合って解決に向かう姿が見られたこ
とからも，道徳科を中心にし，他教科や特別活動等と
単元を組むことは，耕された心情を実践する場が身近
にあり，友達と共感しながら実践に移すことができ，
大きな意味があると考える。
また，単元が進むにつれ，道徳科の授業後の感想も
自分事としての記述が多く見られるようになったこと
は，道徳科の授業と実践の場実践の場と道徳科の授
業が統合されたと考えることができる。道徳科斗の授業
でヒントを自分なりにつかむことで，それぞれの生活
に生かしていこうとする，前向きなベクトルを生むこ
とになったといえる。
「友達といっしょに心晴れ晴れ ！」の単元を組んだ
ことで，子どもたち単元のねらいを意識し，追究する
ことができた。これが「問い続け，学び続ける子ども
たち」の姿を追究する場となったといえるのではない
だろうか。
4. 2. 教材選択の工夫
子どもたちの授業後の感想には「お互いに助け合え
ば，笑顔が生まれる」「またかっぱに会いたいな」「か
つばはもう人間をやさしいと思っているからです」の
言已述が見られた。このことからも，相手の立場を考え
寛容な心で相手を大事にすることが互いのかかわりを
よくすることにつながることを考えることができる教
材であった。
また「わたしが幸作さんだったら」「理由は，自分も，
子どものかつばだって人にたすけてもらえなかったら
いやだと思うからです」の記述からは，子どもたちが，
主人公の幸作に同化しながら思いや考えを話し合うこ
とができたと考える。授業後教材文をもっで帰りた
いという子どもたちが多かった。なつみは，家で家族
に読み聞かせをしたり，冬休みにがたろ岩を実際に見
に行ったりしていたようである。それらのことからも，
子どもたちは教材に親しみをもち考えることができた
のではないか。
4. 3. 話し合いの工夫
「がたろ岩」の実践では，子どもたちが心に残った
ところを発表し，子どもたちの一番関心の多い場面か
らの展開は，子どもたちの思考の流れに沿っており，
自分の考えをどんどん出すことができたと考える。
また，本教材は生命の大切さ抜きでは考えられない
教材であり，子どもたちは幸作がかっぱを助けようと
した場面では「かわいそうだから」「死んだらだめだか
ら」という意見が多かった。しかし，ひろしやこう太
の「いたずらがなおるかもしれない」の発言を取り上
げ，教師が「もうしないの？」と聞き返したことで，
子どもたちは，「そうかな」ともう一度考えることがで
きた。 子どもの言葉をタイミングよく捉え子どもたち
に問い返すことで，子どもたちの考えを揺さぶり，話
し合いをより深めることができたと考える。
授業の中で， 自分なりの考えをつぶやきで表現する
子どももいる。本音が入っているつぶやきを取り上げ
ることで，立ち止まって考えることができ，多様な考
えを引き出すことにつながったといえる。
さらに，ペアでの話し合いを取り入れたことにより，
それまで発言していなかった子どもも，自分の思いを
発言することができたり，ペアで考えを確認すること
ができるので安心して自分の考えを発言できたりする
ことにもつながった。
5 成果と課題
成果としては，学期をとおしてねらいを設定し，道
徳科を中心に他教科や他領域と関連させ単元を組み取
り組んだことは，実践意欲や態度につながりやすいと
いえるであろう。また，教材選択や話し合いの工夫に
おいても，子どもたちの考えを深めるのには，効果的
であったと考える。しかし，子どもたちの心情がどれ
だけ育ったか，目に見えて形や数量化することはむず
かしい。また，子ども自身が，その価値を実惑し，ど
の場面でどう生かすということにも課顎が残る。
道徳的実践意欲や態度を培うためには，豊かな人間
関係を築いていくことが大切ではないだろうか。その
ためにも，学校生活全体を視野に入れて，教科として
の道徳に取り組む必要がある。
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